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本論文では， コストの種類，評価順序，基本演算のコストの 3 つの要因に依存するコストを評価する枠組を提案し
ている O 提案手法ではコスト評価尺度を指定するのにモナドと呼ばれる代数を用いる o またプログラムの評価順序，
基本演算のコストを指定するのに関数を用いる o モナドと関数を組み合わせることで多様なコストの種類，評価順序，
基本演算のコストの定義のもとでのコスト評価関数が得られる。























の 3 つの要因に依存するコストを評価する枠組を提案している。この枠組では， コストの種類を表す「モナド」
という代数と，評価順序，基本演算のコストの尺度を表す関数を与えることによって具体的なコスト評価関数
が構成される O これら代数と 2 種類の関数とを様々に組合せることによって，様々なコストの種類，評価順序，
コストの尺度のもとで， コストを形式的に求められることを示した。
(2) 提案した形式的コスト評価の枠組がプログラム導出の研究分野で有用であることを示した。まず，提案手法に
より得られるコスト評価関数を用いて，プログラム導出における導出ルールの有用性を示した。具体的には，
導出ルールの一つに対して，ルールの適用によりプログラムの効率が改善されるための十分条件を示した。ま
た，複数の導出ルールを適用する，比較的大きなプログラム導出例の一つを取り上げて，導出の各段階におけ
るコストを評価した。そしてコスト評価結果を用いて，プログラム導出全体における各導出ルールの役割を示
し，さらにプログラム導出の一戦略を示した。また，同戦略を用いて別の問題に対するプログラム導出を行な
うことによって， コスト評価から得られた同戦略が有用であることを示した。
これらの研究は，関数プログラムのコストの形式的評価について新しい知見を得ており，関数型言語の研究分野に
貢献するところが多い。よって，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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